
当地区は、 都心へのアクセスが良く、 駅周辺には商店街が形成されるなど、 生活利便性の高い地

域です。 一方、 急速に市街化が進んだことにより、 狭い道路が多く、 公園やみどりが十分ではあり

ません。 また、 老朽化の進んだ木造住宅が密集しており、 火災発生時に消防活動が困難な区域が５老朽化の進んだ木造住宅が密集しており、 火災発生時に消防活動が困難な区域が５

割を占めるなど、 防災上の課題割を占めるなど、 防災上の課題を抱えています。

区では、 災害に強いまちづくりを進めていくために平成 23 年度より 「密集住宅市街地整備促進

事業」 を活用したまちづくりを行っています。 今回は、 ブロック塀の撤去や狭あい道路 （幅員４ｍ未

満の道路） の拡幅など、 重点的に取り組むべき箇所を把握し、 それらの整備に対する助成の拡充な

どを検討する際の参考とするため、 アンケート調査を実施します。

大変お手数をおかけしますが、 アンケートへのご協力の程、 よろしくお願いいたします。

なお、 アンケート結果は、 次号でご報告する予定です。

日頃より、 貫井 ・ 富士見台地区のまちづくりにご理解とご協力をいただき、 ありがとうございます。

区では本地区において、 災害に強く、 安全・安心で住みよいまちの実現に向けて取組を進めています。

このまちづくり通信は、 地区のみなさまとまちづくりの情報を共有するために発行しており、 今号で

は、 以下の内容をお伝えします。

❶ 防災まちづくりアンケートへのご協力のお願い

❷ まちづくりの進捗報告

❸ 富士見台三 ・ 四丁目環八南地区地区計画等について

　　　　　　　　　　　　

●対象者について

・ 当地区内にお住まいの方

・ 当地区内に土地や建物を所有されている方

●個人情報の取扱について

いただいたご回答は、 個人情報が特定

できないよう、 統計的に処理、 集計を行

います。 また、 集計した情報は、 調査の

目的以外で使用することはございません。

い

目

●お伺いする内容

・ 当地区で大地震が起こった時に心配なこと

・ 自宅から避難拠点までの想定ルート

・ 想定ルートや地区内で防災上気になるところ

・ 防災上必要な今後の取組

❶



BOUMACHI03@city.nerima.tokyo.jp
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練馬区　都市整備部

防災まちづくり課　貫井 ・ 富士見台地区担当

03-5984-1429 ( 直通 )

03-5984-1225

〒176-8501　練馬区豊玉北六丁目 12 番 1 号

貫井 ・ 富士見台地区のまちづくりについては、

区のホームページでも紹介しています！

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/
machi/kakuchiiki/nukui-hujimidai.html
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公園・道路整備区域

貫井 ・ 富士見台地区については、 防災性の向上が必要な地域が多く残されている状況にあることか
ら、 引き続き災害に強く、 安全 ・ 安心で住みよいまちの実現を目指した取組を進めます。

富士見台三 ・ 四丁目環八南地区では、 防災上

の課題に対応したまちづくりを進めるため、 地区

計画等の策定に向けて令和２年９月から検討を進

めてきました。

地区計画等は、 地域の皆様に向けた公告 ・ 縦

覧、 意見書の受付、 区 ・ 都の都市計画審議会等

を経て、 令和５年６月１９日に都市計画決定しまし

た。 なお、 新たな防火規制区域は今年度の秋ご

ろに指定される予定です。

今後は、 新規地区の地区計画等の策定につい

て引き続き検討をしていきます。

（ア） 生活幹線道路 A 路線 （四商通り）

（イ） 主要生活道路１号線

（ウ） 駅前広場

現在の用地取得率は北側区間が約８割、 南側区間

が約３割であり、 今年度も引き続き用地取得を進め

ています。 整備にあたっては電線の地中化を予定し

ています。

令和３年度に事業着手し、 今年度も引き続き用地

取得を進めています。 現在の用地取得率は約２割で

す。

富士見台駅北側において一般車両やタクシー等の

乗り入れが可能な交通広場の整備を予定していま

す。 昨年度より事業着手し、 今年度も引き続き検討

していきます。

貫井３丁目の生産緑地を取得しました。 今後、 公

園および道路として整備していきます。

公園整備の際には、 地域の皆様の意見を伺いなが

ら計画を進めていきます。

公園 ・ 道路整備区域

　　　（現況写真）

❷

❸

富士見台三 ・ 四丁目環八南地区

（今年度地区計画策定済みの地区）

富士見台駅北部地区
（平成３０年に地区計画策定済みの地区）

新規地区
（区域未定）





（１）あなたが避難する際に想定する避難

拠点（※1）に〇をしてください。 

 

 

 

 

 

 

  

  
   

【記入例】 

（２）右の地図に以下の内容をご記入ください。 

①自宅から避難拠点までの想定ルート 

※赤色のペンなどのはっきり見えるものをご使用ください。

②想定ルート上や地区内で防災上気になること 

【地図の凡例】 

避難拠点 

公共施設・主要施設 

公園・運動場等 

農地 

① 番地 

対象区域 

町丁目境 

問３ あなたの想定する避難経路等について、「プロローグ」をご一読いただき（１）（２）にご回答ください。 

【プロローグ】 

現在は、２０××年〇月〇日の夜 10 時です。

突然震度６弱の大地震が起こり、我が家は、

家全体がギシギシと音を立てて揺れました。 

ラジオをつけると余震や火災の発生に十分

警戒するよう呼びかけています。しばらくする

とサイレンの音が聞こえてきました。 

今後の地震や二次災害の恐れから、自宅で

の安全確保に不安を感じたため、あなたは避難

拠点に避難することにしました。 

（※１）避難拠点とは 

例えば、、、 

◆ 高いブロック塀が倒れそうなところ 

◆ 道が狭く、緊急車両等がすれ違えないところ 

◆ よく車が停まっていて車両が通行しづらいところ 

◆ 看板や窓ガラスなど落下物が心配なところ 

◆ 夜だと暗くて歩きにくいところ 

◆ 雨で水たまりができやすいところ 

◆ 行き止まりが不便なところ 

◆ 見通しの悪い交差点 

◆ 空き家が心配なところ 

◆ 地震時に火災が心配なところ 

など 

 避難拠点は、大地震のときに地域活動の

拠点・避難所となる場所です。練馬区立の

小・中学校 98 校を位置付けています。 

避難する場合は居住地等による指定はなく、

どの避難拠点に避難してもよいこととなっ

ています。 

災害時に開いている校門 

避難拠点 

１．練馬第三小学校  ２．練馬第二小学校 

３．石神井東小学校  ４．貫井中学校 

５．富士見台小学校 

災害時は、がれきなどにより道路

が塞がれることで通行できない

可能性があります。そのため、可能

であれば複数のルートを考えてみて

ください。 【質問②】
防災上気に
なること 

２ 

道が狭い 

【質問①】
想定ルート 道が狭い 

車がすれ違えない 

消防車が曲がれるか不安 

（避難拠点） 


